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巻
七

【
原
文
】

上か
み

賀か

茂も 

○
此
所
は
。
洛
陽

み

や

こ

よ
り
北
也
。
里さ
と

村む
ら

お
ほ
く
連
屋

れ
ん
お
く

た
ゞ

し
き
し
な
ど
も
。
み
な
守
社

し
ゆ
し
や

な
れ
ば
也 

○
本
社し
や 

 
 
 

烈さ
く

雷
い
か
つ
ち
の

神
也
。

東
ひ
か
し

向む
き

に
た
ち
た
ま
へ
り 

伊い

弉さ

冉
な
み
の

尊
み
こ
と

火
神
軻か

遇く

突つ

智ち

を
う
み
侍
り
け
る 

を
伊
弉
諾な
き

尊
に
き
ら
れ
。
三
段き
だ

と
な
り
。
そ
の
一
を 

雷
神
と
す 

又
伊
弉
冉
尊
脹は
ら

満み
ち

太た
ゝ

高へ
り

。
上
に
八
色く
さ

の
雷
公

い
か
つ
ち

あ
り
。 

其
八や
つ

雷
は
。

首
か
し
ら

に
あ
る
を
。
大お
ほ

雷
と
云
。
む
ね
に
有
を 

火
雷
と
云
。
腹は
ら

に
在
を
。
土つ
ち

雷
と
い
ひ
。

背
そ
ひ
ら

に
あ
る
を
（
三
オ
） 

稚わ
か

雷
い
か
つ
ち

と
い
ひ
。

尻
か
く
れ

に
あ
る
を
。
黒く
ろ

雷
と
云
。
足
の
上
に 

在あ
る

を
野の

雷
と
云
。

陰
ほ
と
の

の
上
に
あ
る
を
。
烈さ
く

雷
と 

い
ふ 

皇
朝
類
苑

ニ

 

曰
ク

 

日
本
国

ハ

 

奉

 
 

ス
二

神
道

ヲ一

。
山
州
有

リ二

賀
茂

ノ

 

明
神
一 

託
シ
テ

二 

三
五
歳
童
子

ニ一

降
テ

 

言
フ二

禍
福

ノ

 

事
ヲ一 

敏
行

と
し
ゆ
き

朝
臣
哥
に
。
千
は
や
振ふ
る

か
も
の

社
や
し
ろ

の
姫ひ
め

こ
松 

万
よ
ろ
つ

代よ

ふ
と
も
色
は
か
は
ら
じ
。
三
条て
う

右う

大
臣
の 

哥
に
。
か
く
て
の
み
や
む
べ
き
物
か
千
は
や
振
賀
茂 

の
社
の
よ
ろ
つ
よ
を
み
ん 

賀か

茂も
の

重し
け

吉よ
し

哥
に
。
君
を
祈い
の

る
ね
か
ひ
を
空そ
ら

に 

み
て
給
へ
わ
け
い
か
つ
ち
の
神
な
ら
は
神
（
三
ウ
） 

京都府立総合資料館蔵

四
三三



の
神
な
ら
ば
神
（
注
12
）
。 

 

【
注
】 

（
１
）
神
社
を
守
っ
て
い
る
、
ま
た
神
社
を
守
っ
て
い
る
家
、
の
意
味
か
。 

（
２
）
上
賀
茂
神
社
の
祭
神
は
賀
茂
別
雷
神
で
あ
り
、
烈
雷
神
を
祭
神
と
す
る
説
に 

つ
い
て
は
未
詳
。 

（
３
）
天
神
七
代
の
最
後
の
神
。
男
神
の
伊
弉
諾
尊
の
妻
と
な
っ
た
女
神
で
、
国
々 

や
多
く
の
神
々
を
産
ん
だ
。 

（
４
）
伊
弉
冉
尊
が
火
神
で
あ
る
軻
遇
突
智
を
産
ん
だ
記
述
や
、
伊
弉
諾
尊
が
軻
遇 

突
智
を
斬
っ
て
、
そ
の
一
部
が
雷
神
と
な
っ
た
と
い
う
記
述
は
、
『
日
本
書

紀
』
神
代
上
・
第
五
段
に
よ
っ
て
い
る
。 

（
５
）
こ
れ
ら
の
雷
神
の
記
述
は
、
『
日
本
書
紀
』
神
代
上
・
第
五
段
の
一
書
第
九 

に
よ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
八
色
の
雷
公
と
い
い
な
が
ら
、
「
手
に
在
る
を

山
雷
と
い
ひ
」
の
山
雷
を
誤
脱
し
た
た
め
に
、
雷
神
の
数
が
七
つ
し
か
な
い
。

ま
た
、
「
さ
く
い
か
づ
ち
」
は
「
裂
雷
」
と
表
記
さ
れ
る
の
が
普
通
だ
が
、

「
裂
」
で
は
な
く
「
烈
」
と
刻
し
て
い
る
。
（
注
１
）
に
つ
い
て
も
同
じ
。 

（
６
）
『
皇
朝
類
苑
』
は
、
南
宋
紹
興
十
五
年
（
一
一
四
五
）
の
江
少
虞
が
編
集
し 

た
類
書
。
七
十
八
巻
、
目
録
一
巻
、
十
五
冊
。
宋
代
の
史
実
や
逸
話
な
ど
千

余
項
を
諸
文
献
か
ら
集
め
て
類
別
し
、
各
項
ご
と
に
出
典
が
注
記
さ
れ
て
い

る
。
後
水
尾
天
皇
の
元
和
勅
版
で
印
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
巻
四
十

三
に
見
え
、
文
章
に
小
異
が
あ
る
。 

（
７
）
藤
原
敏
行
。
？
―
九
○
一
ま
た
は
九
○
七
年
。
従
四
位
上
、
右
兵
衛
監
。
『
古 

今
和
歌
集
』
の
時
代
を
代
表
す
る
歌
人
。 

（
８
）
『
古
今
和
歌
集
』
東
歌
・
一
一
○
○
番
歌
。
十
一
月
の
中
の
酉
の
日
に
行
な 

わ
れ
る
賀
茂
の
臨
時
祭
が
、
宇
多
天
皇
の
寛
平
元
年
（
八
八
九
）
十
一
月
二

十
一
日
に
初
め
て
執
り
行
な
わ
れ
た
時
、
神
前
で
東
遊
（
あ
ず
ま
あ
そ
び
）

の
歌
と
し
て
奏
さ
れ
た
と
伝
承
さ
れ
る
。 

（
９
）
藤
原
定
方
（
さ
だ
か
た
）
。
八
七
三
―
九
三
二
年
。
紀
貫
之
を
擁
す
る
和
歌 

サ
ロ
ン
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
。 

（
10
）
『
後
撰
和
歌
集
』
雑
二
・
一
一
三
一
番
歌
。
賀
茂
の
臨
時
祭
の
日
に
醍
醐
天 

【
校
訂
本
文
】 

上か
み

賀が

茂も 

○
此
所
は
、
洛
陽
よ
り
北
也
。
里
村
お
ほ
く
連
屋
た
だ
し
き
し
な
ど
も
、
み
な
守
社

（
注
１
）
な
れ
ば
也
。 

 

○
本
社 

 
 
 

烈さ
く

雷
い
か
ず
ち

神
の
か
み

（
注
２
）
也
。
東
向
に
た
ち
た
ま
へ
り
。 

伊い

弉ざ

冉
な
み
の

尊
み
こ
と

（
注
３
）
、
火
神
軻か

遇ぐ

突つ

智ち

を
う
み
侍
り
け
る
を
、
伊い

弉ざ

諾
な
き
の

尊
み
こ
と

に

き
ら
れ
、
三
段
と
な
り
。
そ
の
一
を
雷
神
と
す
（
注
４
）
。 

又
、
伊
弉
冉
尊
、
脹は
ら

満み
ち

太た
た

高え
り

、
上
に
八
色
の
雷
公

い
か
ず
ち

あ
り
。
其
八
雷
は
、
首
に
あ
る

を
大お
お

雷
と
云
ひ
、
む
ね
に
有
る
を
火ほ
の

雷
い
か
ず
ち

と
云
ふ
。
腹
に
在
る
を

土
つ
ち
の

雷
い
か
ず
ち

と
い
ひ
、

背
そ
び
ら

に
あ
る
を
稚わ
か

雷
い
か
ず
ち

と
い
ひ
、
尻
に
あ
る
を
黒く
ろ

雷
い
か
ず
ち

と
云
ひ
、
足
の
上
に
在
る
を
野の
の

雷
い
か
ず
ち

と
云
ひ
、
陰
の
上
に
あ
る
を
烈さ
く

雷
い
か
ず
ち

と
い
ふ
（
注
５
）
。 

皇こ
う

朝
ち
ょ
う

類る
い

苑え
ん
ニ

 

曰
ク

 

、
日
本
国

ハ

 

奉
ズ二

神
道

ヲ一

。
山
州
有

リ二

賀
茂

ノ

 

明
神
一

。
託

シ
テ

二 

三
五
歳

童
子

ニ一

降
テ

 

、
言

フ二

禍
福

ノ

 

事
ヲ一

（
注
６
）
。 

敏
行
朝
臣

あ

そ

ん

（
注
７
）
歌
に
、
千
は
や
振ぶ
る

か
も
の
社
の
姫
こ
松

万
よ
ろ
ず

代よ

ふ
と
も
色
は
か

は
ら
じ
（
注
８
）
。
三さ
ん

条
じ
ょ
う
の

右う

大
臣

だ
い
じ
ん

（
注
９
）
の
歌
に
、
か
く
て
の
み
や
む
べ
き
物

か
千
は
や
振
賀
茂
の
社
の
よ
ろ
づ
よ
を
み
ん
（
注
10
）
。 

賀か

茂も
の

重し
げ

吉よ
し

（
注
11
）
歌
に
、
君
を
祈
る
ね
が
ひ
を
空
に
み
て
給
へ
わ
け
い
か
づ
ち
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皇
の
前
で
詠
ん
だ
も
の
で
、
賀
茂
の
臨
時
祭
が
始
め
ら
れ
た
後
、
途
絶
え
て

い
た
勅
使
の
派
遣
が
復
興
さ
れ
た
折
の
和
歌
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。 

（
11
）
賀
茂
重
保
（
か
も
の
し
げ
や
す
）
の
誤
り
。
重
保
は
賀
茂
神
主
。
一
一
一
九 

―
九
一
年
。
賀
茂
社
を
中
心
に
活
発
な
和
歌
活
動
を
行
な
い
、
当
時
の
歌
人

に
依
頼
し
て
寿
永
百
首
を
賀
茂
社
に
奉
納
さ
せ
、
ま
た
『
月
詣
和
歌
集
』
を

編
纂
し
た
。 

（
12
）
『
千
載
和
歌
集
』
神
祇
歌
・
一
二
七
三
番
歌
。
治
承
二
年
（
一
一
七
八
）
に 

重
保
の
主
催
し
た
『
別
雷
社
歌
合
』
で
詠
ま
れ
た
和
歌
。 

 

【
現
代
語
訳
】 

上
賀
茂 

○
こ
の
場
所
は
、
都
よ
り
北
で
す
。
村
落
が
多
く
、
連
な
っ
て
並
ん
で
い
る
家
々
が

上
品
な
の
も
、
そ
れ
ら
が
上
賀
茂
神
社
を
お
守
り
し
て
い
る
家
だ
か
ら
な
の
で
す
。 

 

○
ご
神
体
を
安
置
す
る
社
殿 

 

烈
雷
神
が
祭
神
で
す
。
東
を
向
い
て
建
て
ら
れ
て

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

伊
弉
冉
尊
が
、
火
の
神
で
あ
る
軻
遇
突
智
を
お
産
み
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
が
、
そ

の
た
め
に
伊
弉
冉
尊
は
亡
く
な
っ
た
。
軻
遇
突
智
は
、
怒
っ
た
伊
弉
諾
尊
に
斬
ら
れ

て
、
三
つ
に
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
一
つ
を
雷
神
と
言
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
伊
弉
冉
尊
が
亡
く
な
っ
て
、
彼
女
の
死
体
の
腹
は
高
く
ふ
く
れ
あ
が
っ
て

い
て
、
死
体
の
上
に
は
八
種
類
の
雷
神
が
い
ま
し
た
。
そ
の
八
つ
の
雷
神
と
は
、
首

に
い
る
の
は
大
雷
（
お
お
い
か
ず
ち
）
と
言
い
、
胸
に
い
る
の
は
火
雷
と
言
い
、
腹

に
い
る
の
は
土
雷
と
言
い
、
背
に
い
る
の
は
稚
雷
と
言
い
、
尻
に
い
る
の
は
黒
雷
と

言
い
、
足
の
上
に
い
る
の
は
野
雷
と
言
い
、
女
性
器
の
上
に
い
る
の
は
烈
雷
と
言
い

ま
す
。 

 

『
皇
朝
類
苑
』
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の
国
は
神
道
を
信

じ
て
、
う
や
ま
い
従
っ
て
い
ま
す
。
山
城
の
国
に
、
賀
茂
の
明
神
が
い
ま
す
。
空
の

上
か
ら
三
歳
も
し
く
は
五
歳
く
ら
い
の
児
童
に
お
り
て
、
不
幸
な
こ
と
や
幸
福
な
こ

と
の
お
告
げ
を
し
ま
す
。 

 

敏
行
朝
臣
の
和
歌
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
賀
茂
の
社
殿
に
あ
る
美

し
く
小
さ
い
松
は
、
万
年
も
続
く
天
皇
の
治
世
を
経
過
し
て
も
、
そ
の
常
緑
の
色
は

き
っ
と
変
わ
る
こ
と
が
な
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
三
条
右
大
臣
の
和
歌
に
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
勅
使
の
派
遣
だ
け
で
終
わ
り
に
し
て
よ
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
、
今
か
ら
は
勅
使
の
派
遣
を
い
つ
ま
で
も
続
け
て
、
賀
茂
神
社
の
永
遠

で
あ
る
こ
と
を
見
届
け
た
い
も
の
で
す
。 

 

賀
茂
重
吉
の
和
歌
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
わ
が
天
皇
の
永
遠
の
栄

え
を
祈
る
願
い
を
、
天
空
で
満
ち
か
な
え
て
下
さ
い
、
天
空
か
ら
下
ら
れ
た
別
雷
の

神
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ら
ば
、
あ
あ
神
よ
（
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
）
。 

（
赤
瀬
信
吾
） 

四
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